
（注）区分欄の丸数字は、次の区分を示す。

　　①地球温暖化防止の推進に関する事業　　　　　　　　②循環型社会の構築に関する事業

番
号

団 体 名 事 業 名
区
分

事 業 概 要

1 天の川掃除人
未来の子どもたちに大切な川
の自然を残すために

④
未来の子どもたちへ大切な自然を残すため、重
信川の河川敷や海岸のゴミ拾いを実施し、海洋
汚染防止につなげる。

2
一般社団法人E.Cオーシャン
ズ　まつやまなぎさ隊

ライフワークで海ごみ拾いを
する。啓発活動と、離島のご
み拾い。

③

定期的に海岸清掃を行いながら、地域住民への
声掛けなどによりライフワークでごみ拾いを行
う人の増加を図るほか、松山市の離島において
船でしか行けない場所に漂着しているゴミの回
収を行う。

3
ＮＰＯ団体忽那諸島海護美プ
ロジェクトチーム

忽那諸島海護美プロジェクト
2026

③

忽那諸島全体をフィールドに地域住民や行政、
民間企業等と協働して環境保全活動を行うとと
もに、環境啓発イベントやSNS等を通じて幅広
い人々の環境保全意識を向上させる。

4
愛媛県資源循環優良事業者連
絡協議会（Re-えひめ）

えひめの３R推進事業～未来
へつなぐ、持続可能な３R～

②

循環型社会・３Rについての学習会の開催や環
境イベントでのブース出展を行うほか、SNSを
活用した情報発信により循環型社会形成のため
の機運を醸成する。

5
愛媛大学棚田教育スクール
ネット

棚田環境保全推進事業 ③
松野町奥内の棚田の保全活動に加え、子どもた
ちや地域住民に棚田の環境的価値を伝え、環境
保全意識を育てる。

6
愛媛大学 徳岡研究室　ボラ
ンティアチーム

楽しく学ぼう！森の力☆ ③
小学生を対象として自然環境に親しめるような
イベントを行い、環境保全意識の向上を図る。

7
愛媛大学農学部森林資源生物
研究室

ブナ・ミズナラ天然林におけ
る稚樹の更新状況

③

ブナ、ミズナラが優占する県内の森林におい
て、後継木となる稚樹の更新状況を調査する。
得られた結果は講演会や報告書の配布により周
知し、生物多様性や森林の保全について理解
し、考える契機とする。

8 愛媛大学理学部生態学研究室
生物多様性に基づく持続可能
な農業用利水

③

農業水路の環境調査や農地生態系の指標種とな
るマツカサガイの生息調査等を行う。様々なス
テークホルダーと協働して、豊かな生物多様性
を育める可能性がより高い水路の構築を目指
す。

9
公益社団法人愛媛県浄化槽協
会(愛媛県地球温暖化防止活
動推進センター)

資源循環を通じた気候変動緩
和策推進プロジェクト

①

自然素材の活用推進、プラスチック歯ブラシの
回収、ビーチクリーン活動、制服リユースの促
進を通じて資源循環による脱炭素に向けた行動
変容を促す。

10
特定非営利活動法人今治シ
ビックプライドセンター

今治工業生による潮汐を利用
した揚水発電事業

①

今治工業高生等と共に海岸で潮流揚水発電を行
い、その成果についてイベント等での紹介を通
じてクリーンエネルギーを身近なものとして周
知する。

　　③自然環境の保全、又は親しむ活動に関する事業　　　④環境配慮意識の醸成や環境配慮行動の促進に関する事業

環境保全・自然保護分野公募事業　助成団体一覧表



番
号

団 体 名 事 業 名
区
分

事 業 概 要

11
特定非営利活動法人内子未来
づくりネットワーク

うちこの野鳥をじっくり観察
し、さらに学習を深めよう　
2

③
小学生を対象に内子町内で野鳥の観察会・勉強
会を行い、身近な生きものや郷土の自然環境に
対する興味・関心を高める。

12
特定非営利活動法人うちぬき
２１プロジェクト　千町棚田
チーム

千町棚田の自然環境保全と棚
田に親しむプロジェクト

③

放置竹林及び遊歩道・石垣の整備を行うととも
に、棚田の持つ多面的機能や役割についてイベ
ントを通して啓発することで環境を守ることの
大切さや自然の力を知る機会を提供する。

13
特定非営利活動法人　愛媛生
態系保全管理

岩場の自然植生再生 ③
人工林内の岩場を整備し、高木樹・ツクシシャ
クナゲ・ベニドウダン等を植栽することで、岩
場の自然植林を再生する。

14
特定非営利活動法人森からつ
づく道

訪ねたくなる水源の森・里づ
くり（松山市日浦地区）

③

松山市日浦地区においてヒメユリの育苗やミツ
マタの植林といった環境保全に県民が直接関わ
れるプロジェクトを実施し、自然体験の機会を
提供しつつ環境の維持・回復を目指す。

15
特定非営利活動法人由良野の
森

砥部町民の森　「満穂の森」
プロジェクト

③

砥部町が有する遊休山林を調査整備し、環境教
育活動・自然観察・野外活動等で地元の自然の
豊かさを学べる場とするとともに、2027年度の
「自然共生サイト」への登録を目指す。

16 日本野鳥の会愛媛
宇和町ツル類越冬地の保全事
業2026

③

ツル類の越冬環境保全と地域社会との共生を目
的として、ツル類の採食場における食物資源量
の調査を実施するとともに、ツル観察時の適切
な行動を示したチラシを配布等を行う。

17
人間環境大学　持続可能な農
業サークル

杖ノ淵公園から広げる地球温
暖化防止型稲作モデル事業 
― 温室効果ガスの可視化と
地域循環の実践 ―

①
自然栽培・有機栽培・慣行栽培を比較しなが
ら、地域住民・学生・生産者が協働して環境保
全型農業を実践するモデルづくりを目指す。

18
人間環境大学フィールド自然
学科　干潟＆マングローブ生
態系調査研究会

外来ヌマエビ・スジエビから
在来種を守れ！松山市での現
状と保全対策

③

外来ヌマエビやスジエビの分布拡大状況を調査
し、在来種への脅威を可視化するとともに、地
域住民や児童への啓発活動を通じて外来種問題
への理解を深め、持続的な在来種保全行動を促
進する。

19 双海町翠地区ほたる保存会
ほたるに学ぶ自然の学校プロ
ジェクト

③

休耕地を活用し、ゲンジボタルの自然増殖を目
的とした生息環境を整備・運営するとともに、
整備地を環境学習の場とすることで、地域自然
環境の保全意識向上と持続的な保全体制の構築
を図る。

20
松山市子ども食堂ネットワー
ク

松山市子ども食堂ネットワー
ク「食品ロス削減・循環型
フードバンク」構築事業

②

松山市内の企業や農家等で発生する「まだ食べ
られるのに廃棄される食品（未利用食品）」を
松山市子ども食堂ネットワークがハブ（拠点）
となり、計画的に回収・分配する「地域循環型
フードバンク体制」を構築する。

21 やませみ２２
巣箱利用率UPとカメラマン対
策

③

一度も営巣されていないブッポウソウの巣箱の
使用率を上げるため、カメラマンが近づけない
等のブッポウソウにとって条件の整った場所へ
移設する。

計 21件


